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一
層
推
進
さ
せ
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行

場
移
設
、
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）交
渉
参
加
な
ど
難
問

が
山
積
す
る
中
で
、
今
後
最
も

重
要
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
消
費

税
問
題
も
大
き
く
、
今
後
の
政

権
運
営
か
ら
目
を
離
せ
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

不
安
定
な
政
局
下
に
あ
り
な
が

ら
も
、
私
た
ち
は
着
々
と
復
興

に
向
け
て
歩
み
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
津
波
に
よ
る

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部

の
再
建
、
復
興
財
源
の
確
保
や

長
期
的
・
継
続
的
な
支
援
制
度

の
創
出
な
ど
、
復
興
へ
の
道
の

り
は
大
変
険
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
と
ご
理
解
を
得
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
議
会
機
能
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
、
皆
さ
ま
の
生
活

環
境
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
が

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
議
員
一

同
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
世
相
を
表
す
一
字
は

「
絆
」で
あ
り
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
や
台
風
の
大
雨
被
害
な
ど
、

大
規
模
災
害
の
経
験
か
ら
、
家
族

や
友
人
な
ど
身
近
で
か
け
が
え
な

い
人
と
の
「
絆
」
を
あ
ら
た
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
、

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
方
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
心
温
ま
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
多

く
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

利
府
町
議
会
で
は
、
震
災
直
後
、

東
日
本
大
震
災
災
害
対
策
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
現
地
調
査

に
よ
る
被
災
の
現
状
把
握
に
努
め

る
と
同
時
に
、
関
係
機
関
へ
の
要

望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

９
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
以
降
、

新
た
に
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
る
議

会
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
震
災
復
興
対
策

が
迅
速
か
つ
効
果
的
に
進
む
よ
う

な
議
論
を
こ
れ
ま
で
重
ね
て
き
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
的
に

議
会
改
革
へ
の
動
き
が
顕
著
化
す

る
中
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
の

仕
組
み
や
役
割
、
そ
し
て
活
動
を

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
要

望
を
伺
い
な
が
ら
、
他
に
誇
れ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
な
お

▲御用始めの１月４日、新年への抱負を語る渡辺議長

渡辺　幹雄（わたなべ　みきお）

　昭和２４年２月２日生まれ、利府町出身。昭和４２年、宮城県農業高等学校卒業。平成７年４

月、利府町議会議員初当選（連続５期）。平成２３年９月、利府町議会議長就任。
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背景写真は、浜田漁港から撮影した初日の出の風景です。背景写真は、浜田漁港から撮影した初日の出の風景です。
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この議会だよりでは「平成」の元号を省略しています。

　12月定例会は、１２月6日から８日までの３日間の会期で開か

れました。

　町長から提案のあった議案７件を審議し、選挙２件を行い、

すべて原案のとおり全会一致で可決、決定しました。

災
害
ご
み
処
理

委

託

料

1,470
万円増

1億
歳出

　

問　

こ
の
予
算
で
行
う
業

務
の
内
容
は
ど
う
か
。

　

答　

中
間
処
理
施
設
へ
の

搬
入
・
搬
出
の
運
搬
料
と
中

間
処
理
業
務
で
あ
る
。

　

問　

こ
の
補
正
予
算
の
内

容
は
ど
う
か
。

　

答　

転
入
者
が　

件
あ
っ

２７

た
こ
と
と
、
今
後
の
増
加
を

見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

私
立
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
補
助
金

361
増

万円
歳出

補正の理由補　　正　　額項　　　　目

当初の見込みより利用者が増加した。＋2，908万円子ども医療費助成金

事業量が増加した。

＋1億1，470万円
災害ごみ収集運搬処理
等業務委託料

＋7，858万円
被災家屋等解体撤去業
務委託料

支援対象の拡大や申込者が増加した。＋2，500万円
一部損壊住宅修繕事業
補助金

被災家屋件数が増加した。＋245万円災害見舞金

震災と台風１５号で被災した道路と台風１５号で
被災した沢乙北公園の災害復旧工事費。

+1，546万円
公共土木施設災害復旧
費

震災で被災した菅野沢ため池などの農業用施
設と台風１５号で被災した大規模農地の災害復
旧工事費。

+1，746万円
農林水産業施設災害復
旧費

台風１５号で被災し、国の災害復旧事業の対象
とならない小規模農地に対する補助金（復旧
事業費の２分の１、限度額は１カ所５０万円）。

+350万円
小規模農地災害復旧事
業補助金

役場庁舎と浜田、須賀地区の同報無線の災害
復旧工事費。

+2，506万円公共施設等災害復旧費

　歳出（支出）

　歳入（収入）

補正の理由補　　正　　額項　　　　目

台風１５号で被災した大規模な農地２カ所分+419万円
農地災害復旧費負担金

（国庫負担金）

障害福祉サービス事業所の利用者や利用量が
増加した。

+86万円
障害者自立支援医療費
負担金（国庫負担金）

＋1，363万円
障害者自立支援給付費
負担金（国庫負担金）

震災で被災した浜田、須賀地区の同報無線を
デジタル化して復旧する。

+1，312万円
消防防災施設災害復旧
費負担金（国庫負担金）

県補助金から国庫負担金に組み替えしたため。
増額分（1億2，118万円）は、災害ごみ収集運
搬処理等業務や被災家屋・ブロック塀など、
解体撤去処理量が増加した。

+2億7，738万円
災害等廃棄物処理事業
費負担金（国庫負担金）

－1億５，６２０万円
災害等廃棄物処理事業
費補助金（県補助金）

災害対応で取り崩し額を増加する。+1億8，989万円財政調整基金繰入金

■一般会計の主な補正予算（万円未満切り捨て）
　債務負担行為の追加（全４２事業）

補正の理由限　度　額（期間）事　　　　　項

　経費削減の観点か

らの複数年契約や、

２４年４月１日から業

務を開始するため、

２３年度中に契約する

必要がある。

6，274万円
（24年度から26年度まで）

町民バス運行業務事業

7，250万円
（２４年度）

塵芥（ごみ）収集業務事業

2，310万円
（24年度から29年度まで）

障害者自立支援システム賃貸借事業

１億2，034万円
（24年度から28年度まで）

町立小中学校教育用コンピュータ賃
貸借事業

977万円　（24年度）
東部地区スクールバス運行業務事業
（１台増加分）

4，666万円　（24年度）十符の里パーク管理運営業務事業

▲処理が進む災害ごみ（中央公園北側緑地）

※1

※１　私立幼稚園就園奨励費補助金＝私立幼稚園に通う園児の保護者の経済的負担を軽減する
ため、入園料や保育料の一部を補助するもの。
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問　

予
算
減
額
の
理
由
は

ど
う
か
。

　

答　

震
災
で
実
施
が
難
し

か
っ
た
。
た
だ
し
学
力
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な
手

立
て
を
講
じ
て
い
る
。

　

問　

こ
の
補
正
予
算
の
内

容
は
ど
う
か
。

　

答　

台
風　

号
に
よ
る
農

15

地
被
害
の
工
事
費
で
あ
る
。

学
力
検
査
委
託
料

287
減

万円
歳出

農
地
災
害
復
旧
工
事

工事費
増

歳出

債
務
負
担
行
為

の

追

加

42
事業

　

問　
　

債
務
負
担
行
為
の

※1

補
正
が
多
く
な
っ
て
い
る
理

由
は
ど
う
か
。

　

答　

複
数
年
で
契
約
し
て

い
る
事
業
の
更
新
時
期
が
重

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

町
営
駐
車
場

区
画
割
増
設
工
事

工事費
増

歳出

▲区画が増設される町営駐車場

▲債務負担行為で契約されるごみ収集業務

　

問　

現
在
の
駐
車
場
の
状

況
は
ど
う
か
。

　

答　

午
前　

時
の
調
査
で
、

10

　

月
は
３
日
間
、　

月
は　

10

11

10

日
間
満
車
の
状
態
で
あ
っ
た
。 　

問　

駐
車
場
の
更
な
る
増

設
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

答　

今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

※１　債務負担行為＝歳出予算の金額、継続費の総額または繰越明許費の金額の範囲内におけ
るものを除くほか、地方公共団体が将来にわたる債務を負担することができるように設定す
るもの。
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任
期
満
了
に
よ
る　

選
挙
管
理
委
員
と　

補
充
員
の
選
挙

※1

※2

を
行
い
、
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

委
員
と
補
充
員
の
任
期
は
、　

年　

月　

日
か
ら　

年　

２３

１２

２６

２７

１２

月　

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

２５

　

な
お
、選
挙
管
理
委
員
補
充
員
は
、地
方
自
治
法
で「
議
会
で

同
数
の
補
充
員
を
選
挙
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日向　正彦氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

 
掘 

ほ
り　 

越 　
こ
し
 
眞  
理  
子 
氏

ま 

り 

こ

　
　

人
権
擁
護
委
員
５
人
の

※3
う
ち
任
期
満
了
を
迎
え
る
堀

越
眞
理
子
氏
（
神
谷
沢
）
を

候
補
者
と
し
て
法
務
大
臣
に

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

２
期
目
と
な
る
堀
越
氏
の

任
期
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
間

で
す
。

備　　　考住　　　所氏　　　名

選挙管理委員２期青山四丁目  日 　 向 　 正 　 彦  
ひゅう が まさ ひこ

選挙管理委員３期しらかし台五丁目 水 　 戸 　 幸 　 江 
み と ゆき え

選挙管理委員２期加瀬字十三本塚 美  濃  谷 　 文 　 子 
み の たに ふみ こ

選挙管理委員補充員２期
選挙管理委員２３年６月から

菅谷台三丁目 酒 　 井 　 隆 　 志 
さか い たか し

■選挙管理委員

備　　　考住　　　所氏　　　名順位

選挙管理委員補充員２期加瀬字北窪 郷  右  近 　 健 　 司 
ご う こん たけ し

1

選挙管理委員補充員１期中央三丁目 w 
たか

　 橋 　 利 　 市 
はし とし いち

2

選挙管理委員補充員１期菅谷字産野原 渡 　 邊 　あい子
わた なべ

3

選挙管理委員補充員１期森郷字新町浦 村 　 上 　あさよ
むら かみ

4

■選挙管理委員補充員

任　期　（３年）住　　　所氏　　　名

２４年９月３０日（２期）中央一丁目 宇  佐  美 　 善 　 男 
う さ み よし お

２４年１２月３１日（１期）青山四丁目 吉 　 田 　 千  枝  子 
よし だ ち え こ

２６年３月３１日（２期）利府字神明前 奥 　 山 　 敏 　 子 
おく やま とし こ

２４年３月３１日（１期）神谷沢字北沢 堀 　 越 　 眞  理  子 
ほり こし ま り こ

２５年３月３１日（１期）菅谷台四丁目  熊 　 谷 　　　 太  
くま がい ふとし

■
人
権
擁
護
委
員

●●●●●●●
●●●●●●●
●●●●●●●

議
案
審
議

※１　選挙管理委員＝地方自治法に基づく選挙管理委員会を４人で構成する。選挙権を有する者で、人
格が高潔、政治や選挙に関し公正な識見を有するもののうちから、議会において選挙する。

※２　補充員＝選挙管理委員に欠員が生じたときに委員となる人。
※３　人権擁護委員＝人権擁護委員法に基づき、基本的人権の侵犯に対する監視・救済を行い、人権思
想の普及に努める人。法務大臣の委嘱により市町村ごとに置かれる。

酒井　隆志氏 美濃谷文子氏 水戸　幸江氏
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町
内
に　

カ
所
あ
る
児
童
遊
園
の
う
ち
、
借
地
し
て
い
る

12

３
カ
所
に
つ
い
て
、
地
権
者
と
の
借
地
契
約
を　

年
度
限
り

23

と
し
、
児
童
遊
園
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

廃
止
す
る
理
由

　

３
カ
所
と
も
、
児
童
の
利

用
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
に

あ
る
。
野
中
と
春
日
は
、
人

目
に
つ
き
に
く
い
場
所
に
あ

る
た
め
、
防
犯
上
の
心
配
も

あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
借
地
を

継
続
せ
ず
に　

年
度
中
に
公

23

園
内
の
遊
具
等
を
撤
去
し
、

　

年
３
月　

日
で
用
地
を
地

２４

３１

権
者
に
返
還
す
る
。

　

３
カ
所
の
地
権
者
と
町
内

会
と
は
協
議
し
同
意
を
得
て

い
る
。

▲春日児童遊園 ▲加瀬児童遊園 ▲野中児童遊園

備考位　　　　置名　　　　　　称

神谷沢字南沢地内南沢児童遊園1

神谷沢字化粧坂地内化粧坂児童遊園2

森郷字町頭地内森郷児童遊園3

廃止加瀬字南野中沢地内野中児童遊園4

廃止加瀬字天形地内加瀬児童遊園5

加瀬字郷楽地内野中沢児童遊園6

菅谷字産野原地内菅谷児童遊園7

廃止春日字山下地内春日児童遊園8

春日字勝負沢地内春日二部児童遊園9

赤沼字砂押地内赤沼児童遊園10

神谷沢字金沢地内金沢児童遊園11

森郷字土橋地内藤田児童遊園12

■児童遊園一覧

議決結果
（賛成：反対）
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西
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時
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木
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案件の番号

可決（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議 案 第５６号

可決（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議 案 第５７号

可決（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議 案 第５８号

可決（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議 案 第５９号

可決（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議 案 第６０号

可決（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議 案 第６１号

可決（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議 案 第６２号

決定（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議会の選挙①

決定（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議会の選挙②

議案第５６号　利府町児童厚生施設条例の一部改正

議案第５７号　２３年度一般会計補正予算

議案第５８号　２３年度国民健康保険特別会計補正予算

議案第５９号　２３年度介護保険特別会計補正予算

議案第６０号　２３年度下水道特別会計補正予算

議案第６１号　２３年度水道事業会計補正予算

議案第６２号　人権擁護委員候補者の推薦

議会の選挙①　選挙管理委員の選挙

議会の選挙②　選挙管理委員補充員の選挙

■１２月定例会採決状況一覧　　○賛成　　×反対　　議長は採決に加わらない。

●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●

議
案
審
議



※１　一般質問＝議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等につ
いて所信を聞き、報告や説明を求め疑問点を質すこと。本町議会の場合、質問時間は答弁を
含めず一人30分以内となっている。質問方式には「一括質問方式（時間内で質問・答弁を３
回限度で繰り返す）」と「一問一答方式（時間内で質問・答弁を回数制限なしで繰り返す）」
があり、いずれかを議員が選択する。 8平成 24年 1月 27 日発行

　12月定例会では、7人の議員から20件の※1一般質問が行われ、町
政全般について、2日間にわたり活発な議論が展開されました。
　質問と答弁を要約した内容は9ページから15ページです。
　なお、全文記録（議事録）については、2月中に利府町ホームペ
ージ（http://www.town.rifu.miyagi.jp）に掲載しますのでご覧く
ださい。

●遠藤　紀子（９ページ）

　・屋内温水プールの再開

　・選挙の投票率

●吉岡伸二郎（10ページ）

　・東日本大震災時の防災体制の検証

　・浜田、須賀地区の水害対策

　・町内の開発事業

●木村　範雄（11ページ）

　・復興対策の早期着手

　・防災対策

　・一部損壊家屋への助成充実

　・地元企業の活用

●後藤　　哲（12ページ）

　・町民バスとミヤコーバスの運行

　・大規模災害への取り組み

●及川　智善（13ページ）

　・介護サービスの充実

　・震災後の放射線課題

　・地域整備計画の方針

●安田　知己（14ページ）

　・子育て世代への支援

　・放射線量測定と健康対策

　・地盤沈下の現状と対策

●土村　秀俊（15ページ）

　・公共交通などの改善

　・高校・大学の奨学金制度

　・街路樹の維持管理



我が町政を問う

▲再開に向け工事が予定されている
屋内温水プール

9

我が町政を問う

りふ議会だより　No.144

●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●

一
般
質
問

 遠藤 　 紀  子  
えんどう のり こ

（一問一答方式）

答

問 屋内温水プールの
再開はいつ頃か

工事に１年かかるので
２４年末である

　

問　

今
回
の
被
災
を
機
に

プ
ー
ル
を
廃
止
す
る
の
で
は

な
い
か
、
と
の
噂
が
あ
る
が
、

町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

答　

新
た
な
経
費
を
考
慮

す
る
と
、
他
の
施
設
へ
の
転

用
は
考
え
て
い
な
い
。
国
の

補
助
金
を
活
用
す
れ
ば
施
設

　

問　
　

仙
台
市
松
森
の
プ

※1

ー
ル
の
よ
う
な
料
金
設
定
の

工
夫
は
な
い
の
か
。

　

答　

今
後
研
究
す
る
。

　

問　

中
高
年
の
疾
病
予
防
、

転
倒
防
止
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
、
子
ど
も
、
障
害

者
の
遊
び
場
と
し
て
も
、
プ

ー
ル
の
評
価
は
高
い
の
で
は

な
い
か
。

　

答　

水
中
運
動
の
有
効
性

は
認
識
し
て
い
る
。
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
る
努
力
を
す

る
。

改
修
費
の
軽
減
が
図
れ
る
た

め
、
再
開
に
向
け
て
修
繕
す

る
と
決
定
し
た
。

　

問　

県
の
プ
ー
ル
の
利
用

を
勧
め
て
い
る
が
、
１
・
２

〜
１
・
４
�
の
水
深
は
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
適
さ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

答　

下
に
台
を
置
く
計
画

が
あ
る
と
聞
く
。

　

低
い
投
票
率
へ
の

※2

対
策
は

期
日
前
投
票
所
の

増
設
を
考
え
る

答 問
　

問　

県
全
体
の
投
票
率
を

も
下
回
っ
た
今
回
の
県
議
会

議
員
選
挙
で
あ
っ
た
が
、
世

代
別
の
投
票
率
は
ど
う
か
。

　

答　
　

歳
以
上
は　

�
を

６０

５０

超
え
る
が
、　

歳
代
は　

〜

２０

１７

　

�
で
あ
る
。

１８
　

問　

選
挙
公
報
の
配
達
が

遅
れ
た
地
域
が
あ
る
。
配
布

方
法
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。

　

答　

行
政
区
長
か
ら
各
戸

に
配
布
す
る
。
今
後
は
、
他

の
自
治
体
を
参
考
に
検
討
す

る
。

　

問　

期
日
前
投
票
者
数
は

ど
う
か
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
利
府

駅
な
ど
に
期
日
前
投
票
所
を

増
設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　

答　

１
８
６
５
人
で
あ
っ

た
。
増
設
に
は
数
百
万
円
か

か
る
が
、
場
所
も
含
め
て
検

討
す
る
。

　

問　
　

明
る
い
選
挙
推
進

※3

協
議
会
に　

歳
代
の
若
者
を

２０

入
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

答　

各
町
内
会
か
ら
推
薦

を
受
け
て
い
る
の
で
、
依
頼

す
る
こ
と
は
で
き
る
。

※２　低い投票率＝23年11月13日執行の県議会議員一般選挙の投票率は、県全体で41．69㌫、
利府町は36.82㌫。
※３　明るい選挙推進協議会＝不正のないきれいな選挙と投票総参加をめざして活動している
民間団体で、全国の都道府県・市町村に設置されている。利府町の推進員は45人。

※１　仙台市松森のプールのような料金設定＝スポパーク松森のプール。夏季期間を除き、時
間制限なしで、60歳以上が400円、大人・高校生が500円、中学生以下が200円で利用できる。
夏季期間の制限時間は２時間。



 吉  岡  伸  二  郎 
よし おか しん じ ろう

（一問一答方式）
●●●●●●●
●●●●●●●
●●●●●●●
●●●●●●●

一
般
質
問

10

我が町政を問う　

平成 24年 1月 27 日発行

震
災
時
の防

災
体
制
検
証
は　
 

安
全
管
理
を
徹
底
し

対
策
に
あ
た
る

答

問
　

問　

震
災
の
時
、
消
防
団

は
地
域
で
、
給
水
や
広
報
な

ど
支
援
活
動
の
中
心
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
消
防
団
の
な

い
団
地
の
地
区
や
、
災
害
の

多
い
浜
田
、
須
賀
地
区
に
は
、

今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

答　

こ
れ
か
ら
の
災
害
対

応
も
踏
ま
え
、
管
轄
区
域
の

見
直
し
な
ど
を
消
防
団
と
協

議
す
る
。
浜
田
、
須
賀
地
区

に
は
、　

第
７
分
団
と
隣
接

※1

す
る　

第
３
分
団
で
対
応
す

※2

る
。

　

問　

消
防
団
員
や
資
機
材

の
確
保
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
。

　

答　

自
主
防
災
訓
練
な
ど

の
機
会
を
捉
え
て
入
団
促
進

を
図
る
。
必
要
な
資
機
材
は

検
討
し
整
備
し
て
い
く
。

　

問　

防
災
に
対
す
る
リ
ス

ク
管
理
や
復
旧
・
復
興
に
向

け
て
の
専
門
部
署
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

答　

各
課
を
横
断
す
る
体

制
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

現
在
の
体
制
で
支
障
は
な
い
。

▲震災時に支援活動の中心となった消防団

葉
山
の
開
発
事
業再

開
の
見
通
し
は

問

第
二
工
区
の
早
期
着
工
を

要
請
し
て
い
る

答

これも

質 問

答

問 浜田、須賀地区の
水害対策は

浸水対策の工事を実施する

　

問　

浜
田
、
須
賀
地
区
は

地
震
の
影
響
で
地
盤
沈
下
が

著
し
い
。
大
潮
の
時
に
は
、

目
の
前
ま
で
潮
が
上
が
り
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。
そ
の
対
策
は
ど
う

か
。

　

答　

地
区
入
口
の
町
道
や

漁
港
背
後
地
の
か
さ
上
げ
な

ど
の
浸
水
対
策
工
事
を
緊
急

に
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
住

民
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
す

る
。

　

問　
　

台
風　

号
で
も
こ

※3

１５

の
地
区
は
、　

戸
以
上
の
床

２０

上
浸
水
の
被
害
が
あ
っ
た
。

慢
性
的
な
浸
水
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

答　

と
り
あ
え
ず
上
流
に

調
整
池
の
役
割
を
果
た
す
も

の
を
設
け
て
水
路
を
整
備
す

る
。

　

問　

浜
田
駅
前
赤
沼
線
が

開
通
し
、
交
通
事
情
が
変
わ

っ
た
。　

浜
田
地
区
の
越
境

※4

入
学
は
改
善
で
き
な
い
の
か
。

　

答　

塩
竈
市
へ
の
区
域
外

就
学
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

の
申
し
出
を
受
け
入
れ
て
い

る
も
の
で
、
７
人
を
委
託
し

て
い
る
。

※３　台風15号＝本町では、人的被害はなかったものの、住宅被害として浜田、須賀地区など
で床上浸水25棟、床下浸水34棟の被害があった。（23年９月21日～22日）

※４　浜田地区の越境入学＝浜田地区の小学生は塩竈市立第一小学校、中学生は塩竈市立第一
中学校に通学している。

※１　第７分団＝管轄区域は、赤沼・浜田・須賀・葉山地区。団員数は12人（24年１月１日現在）。
※２　第３分団＝管轄区域は、春日一部・春日二部地区。団員数は13人（24年１月１日現在）。



●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●

一
般
質
問

11

我が町政を問う

りふ議会だより　No.144

 木  村 　 範  雄 
き むら のり お

（一問一答方式）

答

問 大震災からの
早期復興に着手を

国の制度を最大限に
活用し推進する

　

問　

今
、
町
は
震
災
か
ら

の
復
興
と
生
活
再
建
を
早
期

に
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

公
共
施
設
の
軽
微
な
損
傷

等
を
今
後
ど
う
修
繕
し
て
い

く
の
か
。

　

答　

公
共
施
設
の
復
旧
工

事
は
軽
微
な
損
傷
も
含
め
、

現
在
行
っ
て
い
る
。

　

問　

道
路
補
修
の
発
注
見

通
し
と
、
破
損
側
溝
を
整
備

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

答　

道
路
の
施
設
等
は
、

　

年
度
ま
で
に
復
旧
し
た
い
。

２５
　

問　

須
賀
、
浜
田
地
区
の

冠
水
へ
の
抜
本
対
策
と
暫
定

排
水
対
策
は
ど
う
か
。

　

答　

須
賀
、
浜
田
地
区
の

地
盤
沈
下
は
、
現
在
国
土
交

通
省
と
協
議
中
で
あ
る
。
浜

田
地
区
は
上
流
側
に
暫
定
的

に
調
整
池
を
設
け
、
下
流
側

に
新
た
な
水
路
を
整
備
し
対

応
す
る
。

　

問　
　

復
興
特
別
区
域
の

※1

申
請
は
ど
う
か
。

　

答　
　

年
度
末
ま
で
に
申

２３

請
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

▲水の上がった浜田漁港

　

問　

大
震
災
に
よ
り
、
町

の
防
災
基
本
計
画
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

　

地
震
に
強
い
水
道
管
・
耐

震
施
設
へ
の
切
り
替
え
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

答　

丹
波
沢
配
水
池
と
管

路
の
耐
震
化
を
実
施
す
る
。

　

問　

避
難
所
へ
の
通
路
は

私
有
地
で
も
町
で
整
備
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

須
賀
地
区
の
避
難
通

路
を
暫
定
的
に
簡
易
舗
装
す

る
。

　

問　

春
日
地
区
の
硯
沢
で
、

土
砂
流
出
が
発
生
し
た
。
路

面
の
簡
易
舗
装
が
必
要
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

硯
沢
の
道
路
整
備
は

　

年
度
に
着
手
し
た
い
。

２４
　

問　

私
道
で
も
防
災
の
観

点
か
ら
表
面
処
理
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

答　

私
道
に
つ
い
て
は
、

公
益
上
必
要
で
あ
れ
ば
整
備

し
て
き
た
。
今
後
も
必
要
で

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

これも質問

一
部
損
壊
補
助
、更
に
、国
・
県
へ

問

国
や
県
へ
要
望
し
て
い
く

答

地
元
に
配
慮
し
た
指
名
に
努
め
る

答
地
元
企
業
へ
の発

注
促
進
を
優
先
的
に

問

地
域
整
備
の
促
進
を

地
域
住
民
と
協
議
し

計
画
的
に
実
施

答 問
防
災
対
策

※１　復興特別区域＝復興特区。東日本大震災の復興対策のひとつとして、規制や税制などを
優遇される地域の総称。
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我が町政を問う　

平成 24年 1月 27 日発行

  後  藤 　　 哲  
ご とう とおる

（一問一答方式）

沢
乙
地
区
に

町
民
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を

地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で

検
討
し
た
い

答

問
　

問　

沢
乙
地
区
を
走
る
ミ

ヤ
コ
ー
バ
ス
（
民
間
路
線
バ

ス
）
を
朝
・
夜
一
便
増
や
す

こ
と
は
協
議
で
き
な
い
か
。

　

答　

乗
客
数
が
少
な
い
た

め
難
し
い
。

　

問　

路
線
バ
ス
を
廃
止
し
、

高
嶋
か
ら
榎
砂
防
公
園
間
に

町
民
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　

答　

入
沢
乙
、
湯
場
方
面

へ
の
運
行
は
、
要
望
が
あ
る
。

　

地
域
公
共
交
通
会
議
の
議

※1題
と
し
て
、
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

問　

高
嶋
か
ら
榎
砂
防
公

園
ま
で
の
往
復
距
離
は
約
５

・
２
�
�
で
あ
る
。　

分
で

15

往
復
で
き
る
。
町
民
バ
ス
の

運
行
も
考
え
て
い
く
時
期
に

き
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

例
え
ば
、
町
民
バ
ス

を
一
台
増
や
し
、
全
体
的
な

交
通
体
系
を
見
直
す
こ
と
は

こ
れ
か
ら
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

▲沢乙地区の湯場バス停

答

問 災害時要援護者の
取り組みはどうか

対象者を抽出し見直しを図る

　

問　
　

災
害
時
要
援
護
者

※2

の
登
録
に
、
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
や
乳
幼
児
、
妊
婦
な
ど

を
対
象
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　

答　
　

年
度
に
改
め
て
対

24

象
者
を
抽
出
し
、
要
援
護
者

名
簿
の
登
録
を
見
直
す
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　

問　

避
難
支
援
体
制
の
整

備
を
進
め
る
う
え
で
、
避
難

支
援
者
を
拡
充
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　

答　

支
援
者
の
確
保
と
声

が
け
活
動
な
ど
、
改
善
す
べ

き
点
を
検
証
し
名
簿
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

一
人
の
要
援
護
者
に

対
し
て
、
複
数
の
避
難
支
援

者
を
定
め
る
点
は
ど
う
か
。

　

答　

十
分
に
検
証
し
、
よ

り
よ
い
要
援
護
者
の
登
録
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

※２　災害時要援護者＝高齢者世帯、要介護者、障害者、難病患者、妊婦、５歳未満の乳幼児、
日本語に不慣れな外国人などの災害時に１人で避難が難しい住民のこと。

※１　地域公共交通会議＝道路運送法に基づき設置される会議。町が主催し、地域のニーズに
応じた運送サービスの普及促進、旅客の利便性向上を目的とする。地域の実情に応じた運送
サービスの具現化に必要な事項を協議する。
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我が町政を問う

りふ議会だより　No.144

 及  川 　 智  善 
おい かわ とも よし

（一問一答方式）

答

問 介護サービス施策の
充実を図れ

ケアマネジャーと
連携し支援する

　

問　

介
護
者
の
勤
務
時
間

が
多
様
化
し
て
い
る
。
介
護

保
険
適
用
外
で
あ
る
夜
間
時

間
帯
の
利
用
は
可
能
か
。

　

答　

町
内
に
３
カ
所
、
時

間
延
長
可
能
な
事
業
所
が
あ

る
の
で
、
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

問　

介
護
保
険
の
適
用
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答　

夜
間
な
ど
の
時
間
外

は
保
険
適
用
外
と
な
る
。
自

由
契
約
の
た
め
、
有
料
で
あ

る
。

　

問　

８
時
間
ま
で
は
保
険

が
適
用
さ
れ
る
が
、
時
間
の

延
長
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

答　

介
護
者
の
都
合
で
１

〜
３
時
間
は
延
長
可
能
で
あ

る
。

　

問　

在
宅
で
介
護
す
る
家

族
の
外
出
支
援
を
対
象
に

「
留
守
番
介
護
」の
事
業
化
は

で
き
な
い
か
。

　

答　
　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

※1

と
連
携
し
、
利
用
者
の
実
情

に
合
っ
た
計
画
を
指
導
す
る
。

　

問　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

※2

用
者
の
昼
食
代
を
低
所
得
世

帯
を
中
心
に
補
助
で
き
な
い

か
。

　

答　

施
設
入
所
者
と
の
給

付
費
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

実
費
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

▲介護施設を視察

対
策
・
周
知
は
十
分
か

測
定
は
実
施
・

広
報
は
綿
密
に
検
討
す
る

答 問
放
射
線
課
題

　

問　

公
共
施
設
以
外
の
自

宅
や
通
勤
経
路
な
ど
の
放
射

線
を
測
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

答　

町
内
の
小
中
学
校
な

ど　
　

施
設
の
放
射
線
量
を

※3

２３

測
定
し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
健
康
に
影
響
を
与
え
る

レ
ベ
ル
に
な
い
。
そ
の
他
は

状
況
に
よ
り
個
々
に
対
応
す

る
。

　

問　

住
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
、
町
で
放
射
線
測

定
器
を
購
入
し
、
町
内
会
や

個
人
へ
の
貸
し
出
し
な
ど
は

可
能
か
。

　

答　

３
台
の
測
定
器
で
公

共
施
設
な
ど
を
測
定
し
て
い

る
。
現
状
で
は
貸
し
出
し
で

き
る
状
況
に
な
い
の
で
今
後

検
討
す
る
。
な
お
、　

年
度

２３

中
に
役
場
敷
地
内
に
可
搬
型

の　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

※4
を
設
置
す
る
。

　

問　

放
射
線
に
対
す
る
啓

発
は
複
数
の
方
法
で
行
っ
た

方
が
望
ま
し
い
。
小
冊
子
の

作
成
・
配
布
や
専
門
家
の
講

演
会
開
催
な
ど
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　

答　

公
表
等
の
広
報
手
段

は
今
後
検
討
す
る
。

震
災
後
の

地
域
整
備
計
画
な
ど
の
方
針
は

問

工
事
査
定
が
終
了今

後
絞
り
込
む　
　

答

これも

質 問

※３　23施設＝小学校６校（利府、利府第二、利府第三、しらかし台、青山、菅谷台）、中学校３校（利府、しら
かし台、利府西）、幼稚園２園（利府、利府聖光）、児童福祉施設９施設（利府おおぞら保育園、菅谷台保育所、
利府聖農保育園、青葉台保育園、なしの美保育園、利府葉山保育園、しらかし台こども園、東部地区子育て支
援センター「ペア・きっず」、西部児童館）、役場、浜田生活センター前、須賀集会所前。

※４　モニタリングポスト＝ガンマ線を測定する放射線測定器。

※１　ケアマネジャー＝介護支援専門員。介護保険法に基づく要支援・要介護認定を受けた人
からの相談を受け、居宅サービス計画（ケアプラン）を作成し、介護サービス事業者との連
絡、調整等を取りまとめる者。

※２　デイサービス＝介護保険のサービスの一種。要介護者・要支援者が老人デイサービスセ
ンター等に通って入浴や食事等の介護を受けること。
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我が町政を問う　

平成 24年 1月 27 日発行

 安  田 　 知  己 
やす だ とも み

（一問一答方式）

子
育
て
支
援
の
拡
大
は

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を

最
優
先
す
る

答

問
　

問　
　

子
ど
も
医
療
費
無

※1

料
制
度
を
中
学
校
卒
業
ま
で

拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

現
時
点
で
対
象
年
齢

の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問　

大
衡
村
は
高
校
卒
業

ま
で
、
村
田
町
は
中
学
校
卒

業
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
が

無
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

先
進
的
な
取
り
組
み
を
町
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

復
旧
・
復
興
事
業
の

推
進
を
図
る
一
方
、
給
付
拡

大
の
検
証
も
並
行
し
て
行
っ

て
い
く
。

　

問　

現
在
の
保
育
所
の
待

機
児
童
解
消
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　

答　
　

年　

月
４
日
時
点

２３

１１

で
待
機
児
童
数
は　

人
で
あ

６５

る
。
既
存
保
育
所
の
定
員
拡

大
を
検
討
す
る
。

　

問　
　

（
仮
称
）
青
山
保
育

※2

園
が
開
設
す
る
ま
で
、
二
年

間
の
待
機
児
童
を
ど
う
す
る

の
か
。

　

答　

保
育
所
の
保
育
室
面

積
や
保
育
士
配
置
数
等
を
確

認
し
、
受
け
入
れ
枠
の
拡
大

を
検
討
す
る
。

地
盤
沈
下
の
現
状
と対

策
は
ど
う
か

問

復
興
交
付
金
事
業
に

該
当
す
る
か
検
討
す
る

答

これも

質 問

答

問 放射線量の測定と
健康対策はどうか

測定、公表を実施している

　

問　

丸
森
町
の
よ
う
に
児

童
生
徒
の
希
望
者
に
、
甲
状

腺
の
検
査
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

　

答　

現
在
、
そ
の
対
応
は

考
え
て
い
な
い
。

　

問　

幼
稚
園
、
保
育
所
、

小
中
学
校
で
の
き
め
細
か
な

放
射
線
測
定
と
線
量
の
高
い

場
所
へ
の
対
策
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

　

答　

小
中
学
校
等
の　

施
２３

設
の
校
庭
、
公
園
等
の
空
間

放
射
線
量
、
土
壌
放
射
線
量

の
測
定
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
と
は
別
に
各
保
育
所
、

小
中
学
校
に
線
量
計
を
配
付

し
、
施
設
ご
と
に
線
量
を
測

定
し
て
い
る
。

　

問　

千
代
田
区
で
は
、
給

食
の
放
射
能
濃
度
を
測
定
し

て
い
る
。
学
校
給
食
等
の
食

材
は
測
定
し
て
い
る
の
か
。

　

答　

納
入
業
者
に
出
荷
産

地
を
表
示
さ
せ
、
安
全
性
を

確
認
し
て
い
る
。
地
場
産
品

の
ネ
ギ
、白
菜
な
ど
は
、県
や

町
で
検
査
を
委
託
し
、
安
全

性
を
確
認
し
て
い
る
。

▲子ども医療費無料制度は小学校6年生まで拡大さ
れた

※１　子ども医療費無料制度＝町が行う子ども医療費助成事業。小学校６年生までの子どもの
医療費のうち、入院、通院の保険診療分による自己負担額を全額助成する制度。

※２　（仮称）青山保育園＝25年４月の開設をめざし、十符の里パーク北側緑地の一部（青山
一丁目）に建設が予定されている保育園。定員は１２０人。
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我が町政を問う

りふ議会だより　No.144

 土  村 　 秀  俊 
つち むら ひで とし

（一問一答方式）

答

問 ダイヤ改善に向け
ＪＲと協議を

利府駅の利用客
増加に取り組む

　

問　

朝
夕
と
最
終
便
の
増

便
、
岩
切
駅
乗
り
換
え
を
直

行
便
に
す
る
な
ど
Ｊ
Ｒ
の
ダ

イ
ヤ
改
善
の
要
望
が
多
い
。

町
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

利
府
駅
は　

パ
ー
ク

※1

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
活
用
で
利

用
客
が
増
加
し
て
い
る
。
今

後
も
増
え
て
い
け
ば
Ｊ
Ｒ
と

の
交
渉
も
進
め
や
す
く
な
る

の
で
、
利
用
客
の
増
加
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

問　

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
の
料

金
１
０
０
円
化
は
、　

年
度

23

か　

年
度
に
実
施
す
る
の
か
。

24

　

答　
　

年
度
の
早
い
時
期

２４

に
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

問　

町
営
駐
車
場
は
料
金

を
引
き
下
げ
た
こ
と
で
満
杯

状
態
で
あ
る
。
駐
車
場
の
拡

張
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

Ｊ
Ｒ
の
所
有
地
を
借

地
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い

る
。
現
在
の
区
画
を
増
設
し
、

　

台
分
拡
張
す
る
。

１３

町
の
奨
学
金
制
度
の

創
設
を

利
子
補
給
制
度
の
創
設
を

検
討
し
た
い

答 問
　

問　

県
内
で
は
奨
学
金
制

度
の
あ
る
市
町
村
は
多
い
。

本
町
で
も
震
災
対
策
の
支
援

を
含
め
、
奨
学
金
制
度
を
創

設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

現
行
の
県
の
育
英
資

金
や
町
の
教
育
資
金
を
活
用

し
て
ほ
し
い
。

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

事
業
で
厳
し
い
財
政
運
営
も

あ
り
奨
学
金
制
度
の
創
設
は

難
し
い
。

　

町
と
し
て
は
教
育
資
金
融

資
に
対
し
て
利
子
補
給
で
き

な
い
か
教
育
委
員
会
に
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

検
討
が
整
っ
た
段
階
で
、
利

子
補
給
制
度
を
創
設
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

検
討
に
は
若
干
の
時
間
を

要
す
る
が
、
年
度
当
初
か
ら

実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

街
路
樹
の交

通
安
全
対
策
を
図
れ

問

必
要
最
小
限
の
 
剪
定 
、
伐
採
を
し
た
い

せ
ん
て
い

答

これも

質 問

▲利用客が増加しているJR利府駅

※１　パークアンドライド＝自宅から自家用車で最寄りの駅やバス停に行き、車を駐車させた
あと、バスや鉄道などの公共交通機関を利用して目的地に向かうシステム。
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問　

公
務
員
給
与
と
民
間

給
与
の
格
差
を
近
づ
け
る
と

の
説
明
で
あ
る
が
、
宮
城
県

は
大
規
模
な
被
災
が
あ
っ
た
。

　

公
務
員
と
民
間
の
格
差
の

調
査
方
法
は
ど
う
か
。

　

答　

東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
、
岩
手
、宮
城
、福
島
の

３
県
で
は
調
査
し
て
い
な
い
。

県
人
事
委
員
会
で
は
、
県
内

の
厳
し
い
雇
用
状
況
や
全
国

的
に
公
務
員
給
与
が
上
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
下

げ
る
見
解
を
も
っ
て
い
る
。

　

問　
　

人
事
院
勧
告
を
受

※1

け
る
こ
と
は
義
務
的
な
も
の

で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

地
方
公
務
員
法
で
社

会
一
般
の
情
勢
に
適
応
す
る

よ
う
、
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　

月
臨
時
会
は　

月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長

11

11

25

か
ら
職
員
の
給
料
を
引
き
下
げ
る
条
例
改
正
案
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・
認
定
・
可
決
し

ま
し
た
。

質　
　
疑

安
田　

知
己

櫻
井　

正
人

　

今
回
の
人
事
院
勧
告
は

大
震
災
の
復
興
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
た
職
員
の

こ
と
を
思
い
や
ら
な
い
冷

た
い
勧
告
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

　

職
員
の
給
与
は
こ
の
数

年
間
、
民
間
給
与
に
合
わ

せ
る
と
い
う
理
由
で
引
き

下
げ
が
続
い
て
い
る
。　

22

年
度
も
年
間
一
人
平
均
約

９
万
円
近
い
引
下
げ
が
あ

り
、
職
員
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
務
員
の
給
与

を
参
考
に
し
て
い
る
民
間

給
与
に
も
影
響
を
与
え
、

官
と
民
の
賃
下
げ
競
争
と

な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
個
人
消
費

は
ま
す
ま
す
冷
え
込
み
、

景
気
回
復
は
大
き
く
遅
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

公
務
員
の
給
与
は
時
世

の
経
済
、
雇
用
情
勢
等
を

反
映
し
て
決
定
さ
れ
る
民

間
の
給
与
に
準
拠
し
て
定

め
る
こ
と
が
最
も
合
理
的

と
し
て
、
国
民
の
理
解
を

得
て
き
て
い
る
と
思
う
。

　

民
間
企
業
の
動
向
を
み

る
と
、
厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
、
給
与
の
抑
制
措
置

や
賃
金
体
系
の
見
直
し
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
努

力
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映

し
た
人
事
院
勧
告
に
準
拠

し
た
考
え
で
行
わ
れ
て
お

り
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の

自
治
体
も
こ
の
勧
告
に
準

じ
て
い
る
。

　

日
々
、
職
務
に
精
励
さ

れ
て
い
る
職
員
に
は
大
変

心
苦
し
い
が
、
今
回
の
給

与
改
定
は
や
む
を
得
な
い

処
置
で
あ
る
と
考
え
る
。

承認第１３号　専決処分の承認（東日本大震災による災害被害者に対する町
税の減免に関する条例の一部改正）

認定第８号　宮城中央地区視聴覚教育協議会の廃止に伴う決算の認定

議案第５４号　特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の
一部改正

議案第５５号　利府町民バス条例の一部改正

議決結果
（賛成：反対）

渡
辺　

幹
雄

郷
右
近
隆
夫

櫻
井　

正
人

遠
藤　

紀
子

伊
勢　

英
昭

及
川　

智
善

羽
川　

喜
冨

永
野　
　

渉

吉
田　

裕
哉

鈴
木　

忠
美

阿
部
ま
さ
子

後
藤　
　

哲

西
澤　

文
久

高
久　

時
男

吉
岡
伸
二
郎

土
村　

秀
俊

木
村　

範
雄

安
田　

知
己

案件の番号

承認（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○承認第１３号

認定（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○認定第８号

可決（14：３）―○○○○○○○○○○○○○○×××議案第５４号

可決（17：０）―○○○○○○○○○○○○○○○○○議案第５５号

■１１月臨時会採決状況一覧　　○賛成　　×反対　　議長は採決に加わらない。

改定額改定率

月額０円から
－２，２６１円

－０．５�５０歳代

一般職 －０．４�４０歳代後半

０�～－０．３�４０歳代前半

○給料月額の引き下げ ○給料表の引き下げ

改定額改定後改定前改定率

－４，１００円８２万７，８００円８３万１，９００円

－０．５�

町　長

特別職 －３，１００円６２万９，８００円６３万２，９００円副町長

－２，８００円５５万９，５００円５６万２，３００円教育長

（平均改定率－０．２�、おおむね４０歳以上の給料月額を引き下げ）

議案54号

※１　人事院勧告＝国家公務員の給与などについて、人事院が内閣と国会に勧告する制度。
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議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
質
問
の

中
か
ら
一
部
を
取
り
上

げ
、そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

校納金を公費負担し
保護者の負担軽減を

第22回

▲教材費に１人5,000円が助成されて
います

年
5
月
か
ら
実
施

22
　

町
内
の
小
・
中
学
生
（
私
立
・
委
託
・
支
援
学
校

の
児
童
生
徒
を
含
む
）
の
保
護
者
に
対
し
、
小
学
生

に
は
教
材
費
、
中
学
生
に
は
部
活
動
費
の
一
部
と
し

て
、
一
人
５
０
０
０
円
を
助
成
。

児童・生徒数金　　額

3，557人1，778万5000円２２年 度 決 算

3，589人1，794万5000円23 年 度予算

※児童・生徒一人あたり5，000円を助成。

■学校徴収金（教材・部活動費等）
　　支援事業の決算・予算措置状況

※１　就学援助費＝経済的な理由で就学困難な児童・生徒の保護者に対し、学用品費や学校給
食費等の就学上必要な経費の一部を負担するもの。

　

小
学
校
は
教
材
費
、
中
学
校
で
は
部

活
動
費
で
年
間
１
万
円
か
か
る
。
そ
の

半
分
の
額
で
あ
る
。

答
　

小
・
中
学
校
の
校
納
金
、
部
活
動
費

の
公
費
負
担
が
予
算
化
さ
れ
た
。
校
納

金
、
部
活
動
費
の
ど
の
部
分
に
助
成
す

る
の
か
。

問
　

小
学
校
は
教
材
費
に
、
中
学
校
は
教

材
実
習
費
と
部
活
動
費
に
対
し
て
支
援

す
る
。

　

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
施
策
で

あ
る
。

答
　

町
内
の
小
中
学
生
全
員
に
１
人
あ
た

り
5
0
0
0
円
助
成
す
る
新
規
事
業
が

予
算
化
さ
れ
た
。
5
0
0
0
円
と
し
た

根
拠
は
ど
う
か
。

問

22 年 3 月 定 例 会

　

小
・
中
学
校
の
教
材
費
、
学
級
費
等

の
校
納
金
は
公
費
負
担
に
す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
部
活
動
費
の
父
母

負
担
を
減
ら
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

問
　

教
材
費
は　

就
学
援
助
費
で
支
援
し

※1

て
い
る
。

　

小
・
中
学
校
の
一
年
生
入
学
時
に
は
、

運
動
着
を
支
給
し
て
い
る
。

　

部
活
動
費
は
、
郡
、
県
、
全
国
大
会

ヘ
の
経
費
の
８
割
が
町
負
担
で
あ
る
。

答

20 年 6 月定例会
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所管課の
事務を調査

１１
２１

総総務務務務務務務務務務財財財財財財財財財財務務務務務務務務務務務財務
常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会常任委員会

　

総
務
課
、
企
画
課
、
財
務

課
か
ら　

年
度
の
主
な
事
業

23

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

　

総　

務　

課

・
職
員
の
メ
ン
タ
ル
面
、
研

修
・
賠
償
保
障
保
険

　

企　

画　

課

・
震
災
復
興
計
画

・
公
共
交
通

・
被
災
者
向
け
各
種
支
援
制

度
・
東
部
開
発

・
職
員
の
福
利
厚
生

・
人
事
評
価
制
度

　

財　

務　

課

・
各
種
税
の
減
収
見
込
み

・ 
罹  
災 
証
明
の
発
行

り 

さ
い

・
災
害
の
復
旧

・
財
政
調
整
基
金

・
公
債
費
（
借
入
金
）
の
償

還
＊

＊

＊

＊

＊

＊

氏　　　名職　　名

吉　田　裕　哉委  員 長

吉　岡　伸二郎副委員長

土　村　秀　俊委　　員

櫻　井　正　人委　　員

西　澤　文　久委　　員

▲総務課から説明を受ける

①
放
射
線
量
測
定
（
役
場
南

側
駐
車
場
ス
テ
ー
ジ
前
）

②
震
災
ご
み
置
き
場
（
中
央

公
園
北
側
緑
地
、浜
田
漁
港
）

　

震
災
後
、
町
が
進
行
形
で

抱
え
て
い
る
問
題
の
な
か
で

住
民
の
関
心
が
高
い
放
射
線

量
の
測
定
と 
瓦  
礫 
の
ご
み
処

が 

れ
き

理
が
ど
う
い
う
形
で
進
め
ら

れ
て
い
た
の
か
を
調
査
し
た
。

　

今
後
の
処
置
・
対
策
に
つ

い
て
現
地
で
調
査
で
き
た
こ

と
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。

①　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

※1
の
建
設
計
画
（
保
健
福
祉
課

よ
り
説
明
）

②　

介
護
老
人
保
健
施
設
の

※2
視
察
調
査
（
加
瀬
ウ
エ
ル
ネ

ス
タ
ウ
ン
）

　

老
人
介
護
の
問
題
に
つ
い

て
、
町
が
ど
の
よ
う
な
方
向

で
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
計

画
を
考
え
て
い
る
の
か
説
明

を
受
け
た
。
ま
た
、
地
元
の

老
健
施
設
の
実
態
を
調
査
し

た
こ
と
に
よ
り
教
育
民
生
常

任
委
員
会
と
し
て
適
宜
な
糧

を
得
た
。

▲震災ごみ置き場を調査（中央公園北側緑地）

氏　　　名職　　名

伊　勢　英　昭委  員 長

及　川　智　善副委員長

郷右近　隆　夫委　　員

阿　部　まさ子委　　員

遠　藤　紀　子委　　員

安　田　知　己委　　員

※１　特別養護老人ホーム＝介護保険制度で「要介護」の判定が出た人が利用可能な老人福祉
施設の一つ。

※２　介護老人保健施設＝介護保険法により設置された施設。要介護（１～５）と認定された
人に対し、入所サービスやショートステイサービスなどを提供する。

町内の状況を
現地調査

１１
１５

教教育育育育育育育育育育民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生育民生
常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会常任委員会

●●●●●●●
●●●●●●●
●●●●●●●
●●●●●●●

委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト
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１１
２４

氏　　　名職　　名

後　藤　　　哲委  員 長

羽　川　喜　冨副委員長

永　野　　　渉委　　員

鈴　木　忠　美委　　員

木　村　範　雄委　　員

高　久　時　男委　　員

現
地
調
査

９
２７町

内
被
災
現
場

・
台
風　

号
に
よ
る
漁
港
な

15

ど
の
被
害
状
況

・
台
風　

号
に
よ
る
農
作
物

15

の
被
害
状
況

・
農
作
物
の
生
育
状
況

産産業業業業業業業業業業建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設業建設
常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会常任委員会

台風15号被害を
現地調査

９
２７

地
域
整
備
課　

◎
震
災
、
大
雨
に
よ
る
事
業

所
管
課
の
事

務
を
調
査

▲9月27日、浜田地区を現地調査

上
下
水
道
課　

◎
震
災
対
策

・
水
の
取
水
先
（
水
系
）

・
東
日
本
大
震
災
と
同
規
模

の
震
災
が
起
き
た
と
き
の

対
応

・
水
道
管
の
耐
震
管
へ
の
更

新
状
況

・
給
水
タ
ン
ク
の
配
備
状
況

・
災
害
協
定
の
締
結
状
況

農
業
委
員
会　

◎
農
業
委
員
会
の
事
業

・
遊
休
農
地
の
状
況

・
田
、
梨
の
作
付
面
積
の
推

移
・
農
業
従
事
者
の
推
移

　

①
伝
わ
る
文
章
を
書
く
②

広
報
紙
に
お
け
る
レ
イ
ア
ウ

ト
表
現
の
基
本
③
広
報
紙
に

お
け
る
写
真
④
議
会
広
報
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
の
４
点
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
た
。

　

行
政
の
い
ま
、
議
会
の
焦

点
・
課
題
が
住
民
に
伝
わ
る

よ
う
、
議
会
や
行
政
の
専
門

用
語
な
ど
解
り
や
す
く
説
明

す
る
と
共
に
、
町
民
と
の
情

報
格
差
を
埋
め
る
努
力
を
心

が
け
た
い
と
思
う
。

　

郷
右
近
隆
夫
副
議
長
が

宮
城
県
文
化
の
日
表
彰
式

（　

年　

月　

日
開
催
）に

２３

１１

１７

お
い
て
、
多
年
に
わ
た
る

議
員
活
動
を
通
じ
て
、
地

年
２
月
か
ら
６
期　

年
に

１７

わ
た
り
本
町
の
地
方
行
政

に
参
画
、
各
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

郷右近隆夫副議長

方
自
治
の
確

立
と
住
民
福

祉
の
向
上
に

尽
力
し
た
と

し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

郷
右
近
副

議
長
は
、
２

宮
城
県
文
化
の
日
表
彰

へ
の
影
響

・
浜
田
、
須
賀
地
区
の
被
害

状
況
、
復
旧
状
況
、
復
旧

の
見
込
み

・
当
初
予
算
で
計
上
し
た
工

事
へ
の
影
響

・
町
道
の
被
害
状
況
、
復
旧

状
況
、
復
旧
の
見
込
み

・
災
害
協
定
の
締
結
状
況

▲研修地、東京都・シェーンバッハ砂防での委員

J
Ａ
仙
台

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー

コ
メ
の
検
査

を
視
察

１０
１１

＊

＊

＊

議議会会会会会会会会会会広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報会広報
常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会常任委員会

広報委員3人参加

１０
２４～１０

２５ 〈全国町村議会広報研修会〉
●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●

委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト
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